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巻 頭 言

秋田県立横手清陵学院中学校・高等学校

校長 谷 口 敏 広

本校は平成１６年に秋田県立横手工業高等学校を母体校として、全国初の工業系の学科をもつ

中高一貫教育校としてスタートしました。「２１世紀を主体的に生き抜く人材の育成」を教育目

標に掲げ、国際教育、情報教育、ものづくり教育を柱とし中高一貫教育を推進して参りました。

平成２２年からは、文部科学省より５年間のＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）研究

指定を受け、理数教育にも力を入れ将来の科学者、科学系技術者育成のために取り組んでおりま

す。今年度は経過措置という事で、更に１年研究を継続する事ができました。研究テーマ「おら

ほのスーパーサイエンス」を継続しながら、「探究心」「探究力」の育成に重点をおいた実践を

行った所であります。県内の研究機関や地域との関わりを重視しながら、また、秋田県の豊かな

自然環境や天然資源などに目を向けさせながら探究活動を行って参りました。本校の研究テーマ

は生徒の主体性を大切にしながら進めている事もあり、理系にとどまらず文系の研究テーマも多

数あることが特徴となっております。

研究開発の柱はつぎの４点です。

(1)科学男子・科学女子育成プログラム

中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究。

(2)アドバンストサイエンス

高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研究。

(3)ふるさとスーパーサイエンス

地域の科学を発見し、地域と共に創造する科学教育の研究。

(4)グローバルサイエンス

国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する教育の研究。

この事業は今年度で一つの区切りとなります。これまでの取り組みによる生徒の変容をアンケ

ートから見ますと、科学技術に関する興味・関心・意欲については、増したという生徒がH23年

度は57％、H25年度は65％と上昇しています。また、探究活動のやりがい・意欲については、H22

年度57％からH26年度90％と大きく増えています。年を重ねるに連れ、この取り組みが生徒達に

浸透し、プラスに作用している事がうかがえます。これは、自然科学系の校外発表、コンテスト

等での活躍（日本学生科学賞秋田県審査で４年連続県知事賞。全国審査で２等、３等に入賞。物

理チャレンジ２０１３でアイデア賞など）や、理系難関大学への進路実績（H24 秋田大学医学部

医学科 3名、H25東京工業大学第 4類、H26秋田大学医学部医学科など）に表れています。

今後は、これまで６年間の研究成果を継承して育て、更に一層地域に目を向け、まずは地域で

活躍できる人材の育成を図りたいと考えております。地域の問題を解決する力は、ステージが変

わっても同様に作用し、その場を革新して行く力となると確信しております。

ここに、６年目の報告書を刊行するにあたり、関係の皆様方に御高覧いただくと共に、今後と

も御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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Title: Black holes and quantum mechanics
Speaker: Sujoy K MODAK
Abstract:

I am interested to understand the black hole evaporation process using quantum theory
Black holes are formed after a star "dies"-i e it loses all of its fuel that makes it hot and
burning Black holes are so dark that nothing not even light can come out from a black
hole Everything that goes inside is trapped there But that is according to classical
mechanics Quantum mechanics tells us that something can actually come out from there
and that is known as "Hawking radiation" and this process is called "black hole
evaporation" I am studying what might be happening to all the ``information'' about the
matter that was inside the hole and if we will be able to restore or destroy the information
after the black hole is evaporated without violating tested fundamental principles of
physics
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Ⅳ-６ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

１ ６年間の研究開発を実施しての課題

全指定期間の経緯や成果を総括した結果、以下の項目が課題であるとの認識に至った。

① 本校が目指した「地域の科学ステーション」としての役割を十分に果たせなかった。

② 本校の目指す「探究力」「探究心」が、中高６年間を通した科学教育カリキュラムに

明確に位置付けられていなかった。

③ 本校の取組によって育まれた資質・能力を中高６年間を通じて形成的かつ客観的に評

価する手法が不十分であった。

④ 国際性を高める活動の機会や対象の規模が限定的であった。

⑤ 工業系学科である総合技術科の実践に、普通科で得られた成果が取り入れられなかっ

た。

２ 課題解決の方策と今後の取組

それぞれの課題についての対応策は以下の通りである。①～⑤は課題の蛮行と対応して

いる。

① 地域の課題解決と地域振興について科学的手法で取り組むために「地域イノベーショ

ン」を軸にした研究を推進する。地域貢献や地域題材の研究を充実させる。

② 高校普通科が中心となっていた「探究」を中高６年間に位置づけ、全校体制で地域イ

ノベーション人材を育成するための学習活動を推進する。

③ 形成的アセスメント等の手法等を取り入れ、取組によって養われる能力を的確に把握

し、それを指導に生かすための評価法に全校で取り組む。

④ 高校３年次の「探究発展ＳＥ」で、高校２年「探究」の研究内容を更に深め、英語で

発表する活動を、国際教養大学などと連携して行う。

⑤ 総合技術科において、学校設定科目「探究発展 ST（Science and Technology）」を設

置する。秋田県立大学や企業と連携し、工学、生産技術に関する課題研究を行う。

⑥ 大学･研究機関との連携が難しい地理的環境を克服し、大学との連携を更に推進し、

高大接続の研究をすることについては「探究」「探究発展」において、大学、研究機

関、地域団体等と連携した高度な課題研究を行うべく環境を整える。これまでの取組

に加え、総合技術科においては秋田県立大学システム技術科学部と積極的に連携し、

課題研究の指導、共同研究、合同発表会等を企画、実施する。また、高大接続につい

ても研究を行う。

⑦ 科学オリンピック等に積極的に参加させるため、授業「ＳＳＨ理科」における積極的

な働きかけにより、毎年参加できる体制を整える。また、科学の甲子園については高

等学校自然科学部員の取組等により、継続して参加できる体制を確立する。

⑧ 組織・体制の改善として、理数科を持たない本校にとって、理数系の職員が少ないこ

とが難点である。ＳＳＨの事業に関わる職員も指定当初は一部の職員に偏る傾向があ

った。しかし、指定４年目から事業運営を理数以外の教員が担当することにより、改

善の一歩を踏み出した。「探究」の指導には中学校、高校、教科を問わずゼミ指導に

関わり、職員の理解も進んでいる。今後も更なる意識改革と組織の改善を行い、全校

体制のＳＳＨをより堅固にする必要がある。職員の研修や勉強会も計画的に行いたい。

３ 成果の普及

今年度は、本校 web サイトをリニューアルし、地域住民への情報発信を強化した。そ

の成果は生徒志願者数にも反映され、このような取組が有効であることが実証された。今

後は、上記「課題解決の方策」で述べたように、地域と連携した活動を教科することによ

り、本校の成果を近隣の学校や地域住民に波及させる取組を行う。
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